
別紙4

（単位：円）

　　現金預金

　　　現金 ― ― 75,000

　　  普通預金 ―  法人本部 ― ― 87,333

―  児童発達支援・放課後等デイサービス・保育所等訪問支援 ― ― 22,238,103

―  就労継続支援Ｂ型 ― ― 20,924,136

―  利用者工賃 ― ― 1,301,080

―  日中一時支援事業 ― ― 264,567

―  知的障がい者及び障がい児の相談支援事業 ― ― 10,688

―  家族等一時預り金 ― ― 0

　　  普通貯金 ―  利用者工賃 ― ― 0

44,900,907

　　貯蔵品  切手 ― ― ― 4,682

　　前払費用 ― あすたむらんど内喫茶厨房使用料他 ― ― 662,732

    事業未収金 ― 令和3年2月分自立支援給付費等 ― ― 17,241,333

    未収金 ― ― ― 0

    未収補助金 ― 徳島県障害者総合支援事業費補助金他 ― ― 2,248,000

65,057,654

　　土地  (ｵﾚﾝｼﾞﾉｰﾄ拠点)　徳島県板野郡藍住町  第２種社会福祉事業である、オレンジノート

 東中富字西安永133番地59  に使用している。

 (ｵﾚﾝｼﾞﾉｰﾄ拠点)　徳島県板野郡藍住町  第２種社会福祉事業である、オレンジノート

 東中富字西安永133番地71  に使用している。

17,613,000

　　建物  (ｵﾚﾝｼﾞﾉｰﾄ拠点)　徳島県板野郡藍住町  第２種社会福祉事業である、オレンジノート

 東中富字西安永133番地59  に使用している。

 (ｵﾚﾝｼﾞﾉｰﾄ拠点)　徳島県板野郡藍住町  第２種社会福祉事業である、オレンジノート

 東中富字西安永133番地71  に使用している。

10,039,188

27,652,188

 (ｵﾚﾝｼﾞﾉｰﾄ拠点)　徳島県板野郡藍住町  第２種社会福祉事業である、オレンジノート

　東中富字西安永133番地59  に使用している。

 (ｵﾚﾝｼﾞﾉｰﾄ拠点)　徳島県板野郡藍住町  第２種社会福祉事業である、オレンジノート

　東中富字西安永133番地59  に使用している。

　　車輌運搬具  ﾄﾖﾀ　ｷｬﾗﾊﾞﾝ　徳島300に113他　8台  利用者送迎用 17,981,450 12,662,071 5,319,379

　　什器及び備品  ﾘｺｰﾌﾟﾘﾝﾀｰ他　38個  特定非営利活動に係る事業の印刷製本等 7,298,885  6,929,379  369,506

　　ソフトウェア  RelyⅢ　使えるくらうどメール  自立支援給付費請求等ソフトウェア他 2,051,200  1,220,315  830,885

　　保証金  ﾘｻｲｸﾙ料金 ｷｬﾗﾊﾞﾝ GLﾜｺﾞﾝ ｽﾃｯﾌﾟﾜｺﾞﾝ ｾﾚﾅ ﾊｲｴｰｽ ﾉｱ ﾀﾝﾄ ― ― 81,250

　　工賃変動積立資産  利用者工賃を安定的に支給するための積立金 ― ― 1,352,863

　　設備等整備積立資産  就労支援事業を安定継続するための積立金 ― ― 1,260,823

　　財務活動積立資産  将来の事業拡大等の投資を行うための積立金 ― ― 13,000,000

26,753,054

54,405,242

119,462,896

    事業未払金  令和3年3月分給与他 ― ― 7,304,019

　　１年以内返済予定設備資金借入金 ― ― 0

　　１年以内返済予定長期運営資金借入金 ― ― 0

　　預り金  令和3年3月分源泉所得税 ― ― 1,225

　　職員預り金 ― ― 0

　　仮受金 ― ― 0

　　賞与引当金 ― ― 2,895,520

10,200,764

　　設備資金借入金 ― ― 0

　　長期運営資金借入金 ― ― 0

0

10,200,764

109,262,132

2012年度 16,954,054 7,968,930 8,985,124

2019年度 ― ― 5,013,000

小計

　　建物付属設備

　　構築物

2011年度 1,208,629

3,329,719

3,988,177  

3,326,411  

5,196,806  

6,656,130 

   また、ソフトウェアについては、取得価額から貸借対照表価額を控除して得た額を「減価償却累計額」欄に記載する。

 負債合計

・ 車輌運搬具の○○には会社名と車種を記載すること。車輌番号は任意記載とする。

・ 科目を分けて記載した場合は、小計欄を設けて、「貸借対照表価額」欄と一致させる。
・「使用目的等」欄には、社会福祉法第５５条の２の規定に基づく社会福祉充実残額の算定に必要な控除対象財産の判定を行うため、各資産の使用目的を簡潔に記載する。
　 なお、負債については、「使用目的等」欄の記載を要しない。

・ 建物についてのみ「取得年度」欄を記載する。
・「貸借対照表価額」欄は、「取得価額」欄と「減価償却累計額」欄の差額と同額になることに留意する。

・ 土地、建物が複数ある場合には、科目を拠点区分毎に分けて記載するものとする。
・ 同一の科目について控除対象財産に該当し得るものと、該当し得ないものが含まれる場合には、分けて記載するものとする。

1,054,064

　これは、定款第４６条第１項に基づき作成した財産目録である。

― ― 12,600,000

2019年度 1,150,200 

令和 3年 5月27日

・ 預金に関する口座番号は任意記載とする。

・ 減価償却資産（有形固定資産に限る）については、「減価償却累計額」欄を記載する。なお、減価償却累計額には、減損損失累計額を含むものとする。

平成23年7月27日付け社援発0727第1号社会福祉法人会計基準の制定について（社会福祉法人会計基準）準用書式

　２ 固定資産

　(１) 基本財産

貸借対照表
科目

場所・物量等

財産目録

令和 3年 3月31日　現在
特定非営利活動法人藍住町手をつなぐ育成会

取得年度 使用目的等 取得価額

小　計

減価償却
累計額

　１ 流動資産

貸借対照表
価額

 Ⅰ 資産の部

2012年度

 差引純資産

96,136 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人藍住町手をつなぐ育成会　理事長　高田逸雄

 その他の固定資産合計

 Ⅱ 負債の部

 流動負債合計

　２ 固定負債

（記載上の留意事項）

小計

 流動資産合計

 資産合計

　１ 流動負債

 固定負債合計

 基本財産合計

　(２) その他の固定資産

 固定資産合計


